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みかんの生産費b窮要､風通 し

仏 嘗 鹿

(盛 逮 捕 ･査 課)

1962年12月ふ称群亀-1t]でみカんの生産費銅盤を行つ

兜oをの軸軒の鮮榔は かんきつの壁産費と栽培の葉態

と粒し,.I,趨姐御 斗5I,.として発表されているo以下は

開脚 rからの宅冊帖 V,恵少しLri.き加えたものであるo

I､生 陛 死

みかんの成木忙ついて8戯家とインタピュ-したうち

から此腰的正価夜間答を得たと思われる5例忙ついて恵

とめ他のが節1衆である｡調教魁傑の選定は関係者から

のすすめで行ったoこれらの腿泉は伸劇のかん建つ界で

披いわゆる欄股象的存在で所有本数も一番多vl万とのこ

とでdbrつ兜が鰍符の規模はごく小さく､.収樫できる米数

で100本恕迎える戯家紋なく鮒 蘭縦も109円外でであっ

た｡水生の平均508をこの珊揖家的畔例と比べると沖純

のそれがV,かに小さいかがうかがえる｡

耶1粥を軒んみする教えにみかんの粗収入をみてみよ

う･m柳郡忙J:って職なるが-J般曲射で鵜解熱の筒V,オ-

トー､カ-ブ･fl- (酬/折は水当り収益で同僚腔と云われ

る)でみると1恥勤り360ドルとなる.b瓢定の遮礎放水当

りの収塩を2鵬g･(吐O斤)とし600g･当り12¢､10a当りの

本数を75本としたo因に水当り最高で90-120k.gはある

と云われ､50年木などの老木を持つ人 の々経験によると

30-40年Elが槻勢 も旺盛で収稜が多V,とのことで あ っ

た｡

上紀の360ドルをキビ設びパインと上打ヾ てみよう｡を

ヂル遇域の策定によると両者の年当り10a当りの粗収入

は 18カ月のキビ夏植えで100ドル,パインが 72ドルであ

るo みかんの場合激塔の周期をどう去るか何年目を収入

の始めとするか辞Lv,換討を蟹するが問題を次のJように

簡略化して算定してみよう.1サイクルを20年､10年因か

ら3601ドルの収入があるとすれば年間Wa当り･の粗収入は

1.80ドル (-一旦等ox10) となりキビより8DF,Llパイ

ンより108ドルもよいことになるoキビなみの皿00ドルを

縛る把は本当 13kgの収盛があればよい鮒算で､調査顔

貌の平均24kgの約半卦もぬれば足りることになる｡前記

のように30-40年木が最盛期であることを考慮に入れ

ると1サイクルを少なくともその範囲にもって行 くt-と

が療当と思われる｡この場合1サイクルを30年40年と引上

げるほど10a当り年間ベースの収入もよくなることは前

首己の式から明らかである｡

360ドルを日本での粗収入456ドル (164,189円､36年

皮)Lに.比べると$96の仏らきがある｡10当り収魔では前

審がは00卑g後者が2900kgでをの差さらに大 きV,｡前者

が構農家の平均に対し凝着が仝みかん勝家のをれである

ことに泳憲されたV,0600g12¢に対し本土のそれ を上記

の数字から罪比すると､1..1与で将来島内産の塵がでまわ

るにつれてコスト引き下げ問題を提起するものと思われ

る｡

上記の鰭数字を考慮に入れながら今回まとめた範囲で

諸経費の解釈及び比我を試みる｡

肥 料 費(蜘給を含む) 薬剤費 施肥鍵 撒布費 除草垂 しき事務 せんて1√費 収 唾 費 労 賃 酎

(2人) (2人) (8人) (11人) (3人) (10八女)

19.50 10.5.0 45.00 52..50 27..00 21.00
(13人) (7人) (30人) (35人) (IB人) (18人女)

9.00 4.50 28.50 34_5rO 15,00 15.20
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みかんの生産費で1番大きV､の壮労働貸(米麦のそれの

2-3倍)であると云う0第1表で労働費は$106.70とな っ

ているがしき草津と除草費は代換的なもので､しき草を

徹底すれば除草はいらなV,と云う性質のものであるB調

査良家の殆んどがしき草にカを入れているのでいま$10

6.70から除草斐$28.50を除くと$78.20でこれを内地の

令:･66(23,806円)に比べると$12.20のひらきがあり､

さらに上記の収趣の差を考慮に入れると沖紀の労働生産

性の低さがうかがえる｡みかん 600gを生産するのに労

働費が沖縄で ¢2.6日本で41.3で半卦 の払らきがでてく

る｡

第1表の労働喪中ずはぬけて大きV,ものはしき草と除

草費である｡将来管理を高度化した上でさらに労働幾の

節減を図るとすればこれら両者がまっさきにその対象と

なろう.土塀の流失防止と地力の増進をかねしかもコス

ト低減をねらう草生蔭の導入が望まれる.これは又箇産

とも結びつきうるのではなV､か｡

第1表には藩経狸の卦散の上 限と下限のみを示してあ

るが､卦散の度合が非常に大きいと云うのが特徴である｡

第 2表 みかんの国別年次別輸入状況 (単位

日 本 求

これは表現をかえれば故培技術のはなはだしい不統一を

示すものであり､採井蛙と満腔な技術に基礎をお く故皆

法の早急な放血と普及が望まれる｡

みかんの生産劫で労働狸に次ぐものは肥料改であると

いわれるが､第1表のそれが$27.85で内地の場合$5271

と大きくみかん は肥料でつ くると云うことがうなづけ

る｡また今風明らかになったことはこれらの良家が有機

質肥料 (堆肥､けV,ふん､魚粉)に経津をかけ過ぎると

V,うt_とである｡肥料狸のうち$8.87が撫磯箆購入肥料

にまわされているだけであり残り$18故は有機質に当て

られてV,る｡施月弧 および回数の面でV､ま一層の研究が

必である｡

皿､綱 要

枝折局腿務課の調べによると現在沖純でのみかん故培

面畝は800で収皿は480.000'lg(1本当り8gで 10a当り

75.衣)と推定されている｡まず島内将辞を充すE_とから

始めることになろうが沖机産で匙をかえることのできる

輸入ものの動向は次表の通 りである｡

数血kg ･金叙 事)

台 湾 指数 (数皿)

(注)檎 (珍)出入組物晩技年報3.2.3写･及 び地肌資料より伴成
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第 3嚢 みかんの盛別解衛別輸入状況 (施防資料)

数
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麓空尉から掠めるよ翫こ55額から6鯛城 的 覇Il絡みかA)

の細密披2倍鋭意紅のぴている0.62年紅挨100万 ドル ちか

くのみか.･1.ltか輸入されてい.造｡

輔車から汲み撫能力載 り始めてVlるの紅対し盛観gjrを

軌は藩凝離∋らず上昇の一過をたど･1,てt/､番｡毛の原因紅

鮭急襲の6･1卑&配 車の比壕でみるよ､部勤的な単価の上

鼎もさ.a.邑よながら最 も朱塗恵鼠野映泰-.7*JLや iJモン

恕富凝捨みかんJFJ抽入機によるものと触 れる｡これは

薪鱒がぬび愚紅て∋絶て温州などの大衆掛かん披むらんだ

し惑峨 紅蒔顧み力砲 の磁要が大き･(のぴ愚であろうことを

斎すら薗盈嘘の蓮澄紅拡し柵 姓紅関して轍 巴鮫藍を普

さ由.ほならなV､酔えんである.

鵠忍野で毅 も鞄且盛の轟かn･pた6時 の4.89凱0娼短に例

をとり前述のオー トー､カ-プチー (2胡B/ふ.75本/i
紬)聴 きか魚愚とすれば 呈70.概0蘇丘2番CjBeJEの薗横が

塾華で巳離艦現在の東館 駈 群aE)2.8倍で綬ぼ3倍もか

く紅当るQ鮮碧敦から露草薮蚊寧噂年 呈5塵沿革でふえで

恵態むむ革で軒をさば■離 臣経紅嬢は0.55/即ち現窪む呈.5鮮紅

なる紺野で凝る｡こ鴫 撃由釘び酢蜜感をこ細も右左前記

繭ぜ蔓の望､亀鯨蛙乳望鯨紅放る｡

抜､碍先の見送 L!と珊標点

神殿で披たしてみかんの栽培が有望か｡結論を出す紅

は早すぎるが､をの風速Lが決 して悪いものでなV-こと

放置の粗収入のキビヰパインとの放棄で も読めた｡事実

先進農家捻地形的紅能率の悪vvてイン畑をみかんで更新

する動きを示 している｡本当如魁敵で90-12線g主云 う

事例披収盈増加の両者虻巨を京すものであり､管盟を高度

穐することで単位面積当如配盛の飛躍的のぴも期待でき

るD自他的立地で不利な面もあるがそれら牡人為的紅解

決で塗るものと思われる｡

常襲のところで見てきたよ5,に4:の展適しもむ しろ明

る帆 所得の増加紅したがって愚直敏敵対する消費の騰

藍も変って行 くことが予想されEt春で■も最近さかん紅組

年後 撞6年)の農産物需要最適Lが映討さ音場 猛られる

よう紅なっ挺 ｡をれ紅よると一番の成長株は畜産物､次

魂嬢 案熊で現在の常襲紅潮Lで乱5倍ののぴが 予想され

てひる8沖縄も胃薬の消酪酸造郡変化を追う.だろうし､

潔月食での轟馨ののび妓沖縄産紅去って敬礼ものとの競

合丘V増 頑で有利に怠ろうO

自由化が激化すればキビ､パイン､米麦などの一般件
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物のように輸送加工のきくもの披適地適件で次第に経済

が､鮮度を要求される農産物の生産は比教的安全に地方

に残るのではなV,かOその点これらの農産物の開発利用

が真剣に考えられてよい し､そう云う意味でみかんも大

いに検討を賓する｡みかんは静にp-カルなものとして

.だけでなく､沖縄の立地を生かした独特なものの生産に

成功すれば､輸出用叉艦加工朋として産業化する可能性

をも内包するからであるO

以上生産 (鹿家)の蘭でも常要 (消費)の面でも見遣

しぼむしろよvl方で要は如何にしてそれを採罫のべ-ス

に乗せるかよ云う,̂方法',の問題と云 うことになろう｡

解決すべき複雑多肢な間置が山借されてこおりその採罫

性についてもV,敦一層の究明を要するかそれらの間鞄を

安約 してみよう｡

1. 品観の選定

2.,技術の確保

38 暫及

4. 販路の開拓

市場性及び自然条件を考敵に入れた明確な晶櫨の選定

基蜂を設定することがまず策-の仕事であろうOその基

準にてらして普及機を厳遜すべきであるo童~豊と思われ

る健瓶も2､.3あるがその論述披次の機会昭狼ることに

する｡

既製され転品種を潜東に採罪のペ-ス把乗せうるだけ

の高度な技術を確保し体系化するこ.とが次の仕市であら

うo必要とあれば技術者の導入も考えられるoモデル農

場の利周などもその一つとしてあげられようo

な普及体制をととのえる避 こびとなろうがその際開園に

なるの披受け入れる側の経営の形体 (脊梁的､.副業的､

協業など)及びそれ-の移行過篠をどうするか､ま尭技

術的把はむろん経済的鯛 髄 をも,含む普及体制が問題と

なろう｡

市場性及び用途の開拓蘭 で小史一層の努力を要しよ

う｡パイン工場の閉鎖糊を利用するジュ-スの加工など

も決して夢ではないようである｡沖粗 には生食用 ･,加工

胴ともに有望だと思われる磁塀があり･､かんきつの権威

者である関や長三郎博士枚羽地みかんを果皮や,んきつで

到適しうる最高の品質と姐べ特にその沖靴での触核機の

発見の事実をあげその産業化をカ鋭してVlる.氏による

と羽地みかんは耐寒性があるため関東あたりまでつ くら

れるが温熱不足のためとうてい沖縄なみの品矧ri一件 り出

せないとのことであり骸みかんは沖縄も独牌のもの'/に

なる可能性ををえるものであると思われる｡
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